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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分を含む潤滑油組成物：
　ａ）主要量の潤滑粘度の油、および
　ｂ）下記の物質の反応生成物の未硫化アルカリもしくはアルカリ土類金属塩からなる清
浄剤：
　　（１）炭素原子数が少なくとも１０のオレフィンであって、そのオレフィンのうちの
８０モル％より多くが線状でＣ20－Ｃ30のｎ－アルファオレフィンであり、１０モル％未
満が炭素原子数２０未満の線状オレフィンであり、そして５モル％未満が炭素原子数１８
以下の分枝鎖オレフィンであるオレフィン、および
　　（２）ヒドロキシ芳香族化合物。
【請求項２】
　アルファオレフィンがエチレンのオリゴマー化により誘導されたものである請求項１に
記載の組成物。
【請求項３】
　アルファオレフィンがアルファオレフィンの混合物である請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　アルファオレフィンがＣ20及びＣ24のアルファオレフィンを主要量で含む請求項３に記
載の組成物。
【請求項５】
　アルファオレフィン混合物が、６０乃至９０質量％のＣ20及びＣ24のアルファオレフィ
ン、および４０乃至１０質量％のＣ26及びＣ28のアルファオレフィンを含む請求項３に記
載の組成物。
【請求項６】
　アルカリもしくはアルカリ土類金属塩が、アルカリ酸化物またはアルカリ水酸化物から
選ばれた金属塩基から誘導されたものである請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　アルカリもしくはアルカリ土類金属塩が、アルカリ土類酸化物またはアルカリ土類水酸
化物から選ばれた金属塩基から誘導されたものである請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　金属塩基が、酸化カルシウム、水酸化カルシウム、酸化マグネシウム、水酸化マグネシ
ウム、石灰およびドロマイトからなる群より選ばれる請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　ヒドロキシ芳香族化合物が、フェノール、カテコール、レソルシノール、ヒドロキノン
およびピロガロールからなる群より選ばれる請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　ヒドロキシ芳香族化合物がフェノールである請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　ヒドロキシ芳香族化合物が、カテコール、レソルシノールおよびヒドロキノンからなる
群より選ばれる請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　清浄剤の塩基価ＢＮが、標準ＡＳＴＭ－Ｄ－２８９６に従って測定したときに３乃至６
０である請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　さらに、第二の清浄剤を含む請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項１４】
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　主要量の潤滑粘度の油および未硫化フェネート清浄剤を含む潤滑油組成物であって、該
フェネート清浄剤が基本的に、炭素原子数が少なくとも１０のオレフィンであって、該オ
レフィンのうちの８０モル％より多くが線状でＣ20－Ｃ30のｎ－アルファオレフィンであ
り、１０モル％未満が炭素原子数２０未満の線状オレフィンであり、そして５モル％未満
が炭素原子数１８以下の分枝鎖オレフィンであるオレフィンから誘導された線状アルキル
フェノールのカルシウム塩からなる潤滑油組成物。
【請求項１５】
　線状Ｃ20－Ｃ30ｎ－アルファオレフィンが、６０乃至９０質量％のＣ20及びＣ24のアル
ファオレフィン、および４０乃至１０質量％のＣ26及びＣ28のアルファオレフィンを含む
請求項１４に記載の組成物。
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